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   We report a case of bilateral upper urinary tract tumors after total cystectomy. A 67-year-old 
male with multiple bladder tumors underwent otal cystectomy and ileal conduit urinary diversion. 
Pathological diagnosis was transitional cell carcinoma, grade 3 (G3),  pT1b. Followup urinary 
cytology continued to be negative. Percutanous antegrade pyelography revealed multiple bilateral 
upper urinary tract tumors 21 months post-operatively. Bilateral nephroureterectomy and resection 
of ileal conduit were performed. Pathological examination revealed transitional cell carcinoma, G3 in 
bilateral pelvis and ureter. Routine careful examination is necessary after total cystectomy. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  43:  501-503,1997)














めた.生 検 を施行 しgrade3(G3),transitionalcell





能の低下,腎 孟腎炎の併発 を認めたが,抗 生剤の投
与,腎 痩を一時的に造設することにより血清クレアチ
ニンは1.6mg/dlまで低下 した.腎 痕造設後水腎症




12月10日退院.以 降外来にて経過観察 していた.経 過
観察中の尿細胞診はすべてclassIであった.術 後3
カ月ごろよりCTに て水腎,水 尿管を認めたため,
吻合部狭窄が発生 したと考えられた.そ れ以降,吻 合
部狭窄による腎孟腎炎を,お もに左腎にしばしば繰 り





































は周囲組織 と軽度癒着 していた.同 様にして左腎尿管
を剥離,左 腎 も周囲組織 との軽度の癒着を認めた.両










管への侵襲 を認めpV1,pL2と診断 された.腎 門部
リンパ節に転移は認められなかった.術 前に左 内シャ
ントを造設 し,術後2日 目より血液透析導入 となり,




















り,2%～4%と い う報告例3'5)が多い.膀 胱癌全摘
除術後,上 部尿路癌が発生 した本邦報告例1・2噛6'10)は
自験例で21例目,両側 に発生した例は3例 目と思われ
る.初 回治療で全摘 した例 は10例,膀胱保存療法の
後,全 摘除術 を施行 し,上部尿路癌が発生 した例 は11




























CIS5・12)があげ られ る.自験例で も膀胱 に多発性に
腫瘍の発生を認めている,ま た一側 に発生 した後,対
側 に発生する例6)もあるため,異 所性の多発 と同時






















は短いものでは2カ 月,長 いものでは20年近 く経過し
たのちみとめるもの7)もある,Herrら15)は膀胱保存
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